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　不安。カフカの作品に共通して根を下ろしている
感情は，不安なのではないのでしょうか。それと同
時に，どれにもほのかに香る優しさが秘められてい
ると思うのです。
　『カフカ短篇集』の中でも，とりわけ『判決』は，
心の深くに感じるものがありました。なぜなら，主
人公ゲオルグを通して，私の心の闇を垣間見ること
が出来たからです。
　初め私は，ゲオルグに対する父の責め句はまった
く理不尽だと思いました。私の目に映ったゲオルグ
は，親思い・友人思いの善人だったからです。けれ
ど，ゲオルグの父の主張を正しいと仮定してみた刹
那，私ははっと息を呑みました。今までの分は，ゲ
オルグ自身による，保身のための自分自身の説明
だったと気づいたのです。つまり，彼は無意識に，
自分自身の行為に――彼の倫理に添わないものには
特別巧妙に――理由づけをして自分を説得して生き
ていたのではないのでしょうか。彼の優しさは実は，
外ではなく内に向かった，無自覚な自己防衛でしか
なかった…。
　そう閃いた時，私は長く感じてきた自分の内の矛
盾に，一つの解答を得られた気がしました。私も失
敗したり自分の良心に反する行為をした時，ゲオル
グと同様の安心を求める自分がいました。そしてそ
んな自分を見過ごしてきたのです。私は自分の中の
醜さや弱さを認めたくなかった，認めるのが怖かっ
たのです。だから，その現実に目を塞ぎ，耳を塞い
で逃げてきたのです。反省さえもゲオルグ同様，自
分を守る術でしかなかったことに驚愕しました。か
くして考えれば考えるほど，私は自分の世界が危な
げに思えて，それでは何を基準に，何を拠としてい
けばいい良いのかと不安になりました。
　『判決』は，自己の世界の歪みを正してくれるのは，
友人と親だ，と示唆してくれます。
　けれども，ゲオルグにとって，ロシアの反人は足
枷でしかありませんでした。私は，それは彼が有り

のままの姿を友人に見せず，自分をいわば防壁で
囲ってしまったからだと思います。自分像を都合良
く改竄した時点で父の言う通り，ゲオルグはロシア
に友人と呼べる人はいなくなってしまったのです。
　私は時々，他人から一歩引いていると感じること
があります。これからは，そんな時に自分の殻を壊
す勇気を養っていきたいです。
　ゲオルグはしかし，気づくのが遅すぎたのです。
あまりに多くのものを，自覚なくして傷つけてきた
のです。その報いは，友人によって下されます。父
は息子を愛する親として，ゲオルグに死を宣告しま
す。彼はその罪状を認め自殺するのでした。
　最後ゲオルグは，
「お父さん，お母さん，ぼくはいつもあなた方を愛
していました。」
といって，川に身を投げます。ここで，私はもう一
度世界が逆転しました。彼はやはり優しかった。彼
は間違っていたけれど，やはり優しかったのです。
　この矛盾を何度も反芻して，私は一つの結論に漂
着しました。よく，人間は善と悪，例えばジキルと
ハイドのように，二つの性質を備えていると聞きま
す。しかし，実はそれは二つの人格ではなく，全く
一つの人格なのではないのでしょうか。それは表と
裏のようにも乖離できないと思うのです。ジキルで
あり，かつハイドである。人間は正にそんなパラドッ
クスの内で生きているのだと思います。
　一冊の本『カフカ短篇集』は，誰もが各々密めて
いる人間の心の闇を見事に具現化していると思いま
す。それ故に作品に漂う不安に心が共鳴するのでは
ないでしょうか。
　この本は，私に自分の弱さを直視するきっかけを
与えてくれました。自分の欠点を自覚し，正面から
見つめて，一歩一歩自分を高めていきたいです。
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